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質問者 倉田 和弥 議員（９番）
く ら た か ず や

１ 熱中症対策に関することについて

ただいまの倉田和弥議員のご質問にお答え申し上げます。
くら た かず や

熱中症対策に関することについてでありますが、近年、地球温暖化

の影響によるものと思われる気候の変化が指摘されておりますが、毎

年、梅雨明けとともに連日のように熱中症のニュースが報道されてお

ります。

特に、お年寄りの方は、暑さや水分不足などを感じる身体の反応が

低下するため、暑い日でも何枚も重ね着をしていたり、喉の渇きを感

じにくくなって水分をこまめにとらないことから、熱中症になる方が

多く救急車による搬送も多くなっております。

利根沼田地域においても、熱中症により救急搬送される方の年代別

の状況では、高齢者の割合が高く、屋内での発生も見られるため、ホ

ームページを活用して、市民への情報提供を行っております。

また、毎年７月に熱中症予防月間として、予防のポイントなどをま
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とめたチラシを各家庭に回覧し、「きちんと朝ご飯を食べ、睡眠をし

っかり取るなどの体調管理に加え、こまめに水分を取ったり、日中は

涼しい場所で暑さを避ける」などの注意の呼びかけております。

高齢者につきましては、見守りや声かけが重要と考え、家庭訪問の

機会や市の事業に参加していただく機会をとらえ、注意を促しており

ます。

最近は、テレビの気象情報などで、熱中症に対する注意などが報道

されますので、これらを活用して対策を取ることも効果的と考えます。

議員ご提案の待合室や噴水、ミストなどの整備につきましては、予

算的な面を考慮しながら今後研究してまいりたいと考えております。

本市は、都会に比べ緑も多く、また学校や家庭でゴーヤや朝顔など

を育て、日差しをさえぎったり、室温を下げるなどの効果のある緑の

カーテンの普及にも努めておりますので、上手に木陰を利用して熱中

症にならないよう注意していただきたいと考えております。

以上申し上げまして、倉田和弥議員のご質問に対する答弁とさせて
くら た かず や
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いただきます。


